
■上映会「みんなdeシネマ」／『猫侍』（邦画：100分）　
　11日　・23日　　 午後２時～　未来創造館COLAS平
　戸ホール
■ライブラリーコンサート／ 25日　　午後７時～　平戸
　図書館　コーラスグループ・サーメン（オランダ語で一
　緒という意味）の皆さんによる、コーラスや手話歌のコ
　ンサートです。（予定）

本は市内の図書館・図書室どこでも貸出・返却できます。

■おはなし会／毎週日曜日　午後２時～　おはなしのへや
■赤ちゃんおはなし会／８日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　おはなしのへや
■春のおはなし会／４日　　午前10時30分～　未来創
　造館ＣＯＬＡＳ平戸　平戸市読み聞かせ連絡協議会の
　方々による春のおはなし会です。
■おはなし隊がやってくる！／ 18日　　未来創造館ＣＯ
　ＬＡＳ平戸　キャラバンカー見学：10時30分～ 11時
　（対象：３才～10才の20人、先着順）・おはなし会：11時
　５分～ 11時35分　たくさんの絵本を乗せたキャラバン
　カーがやってきます。その場で読み聞かせもあります。
　

～図書館からのお知らせ～

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

■おはなし会／４日　、18日　、25日　
　午後2時～　市ふれあいセンター児童室

平戸図書館 ☎22‐4017

●３月の主なもよおし●

●３月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

◎休館日／６日　～ 12日　（蔵書点検）、14日　、21日　、
　　　　　26日　、28日

水

◎休館日のおしらせ／２月24日　～３月３日
　＊蔵書点検のためお休みします。
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　　　　　こだぬきのポンコちゃん
は、人間たちがかざっているおひな
さまがうらやましくて「ポンコも、
おひなさまがほしいよ～!」と泣いて
しまいました。すると次の日、立派
なおひなさまがおうちに並んでいて
…。「ひな祭り」の行事紙芝居です。

　　　　人と犬は今よりずっとずっと
　　　昔から友達です。なぜでしょう？
　　　昔、自然の中で仲間たちと一緒
　　　に狩りをして暮らしていたオオ
カミが、ある日人間と出会って…。長
い年月の間に、どのように犬と人が仲
良くなっていたのかを伝える、出会い
と進化の旅を描いた物語です。

　灰谷さんのおはなしの主人公たち
は特別な存在ではなく、“わたしたち”
に似た子どもたちが、いつもの暮ら
しの中で笑ったり怒ったり悩んだり
しています。「ろくべえまってろよ」
など全9編を収録。世代を超えて愛
される作品です。

『ポンコちゃんの
　　 おひなさま』
脚本・絵／ひろかわさえこ
出版社／童心社
出版年／２０１３.８月

『オオカミから犬へ！』

著／灰谷健次郎、出版社／汐文社
出版年／２０１６.１２月

作／ハドソン・タルボット
出版社／岩崎書店
出版年／２０１６.１２月

『灰谷健次郎童話セレクション①』

　果てしなく続く主婦の仕事。面倒
くさがりさんは「やらなきゃ！」と
思っていても、なかなか動けないも
の。それでも、家事が片づく「もの
ぐさ家事ルーティン」をイラストと
ともに紹介したこの本で、今年こそ
すっきり暮らしてみませんか。

著／マキ
出版社／ワニブックス
出版年／２０１７.２月

　わかりやすい言葉で多くの人を
引きつける解説者・池上彰と、読
売新聞のコラム「編集手帳」を書き
続けている名文家・竹内政明の文
章術対談。テーマの決め方や構成
方法、稚拙な表現からの脱出法な
どが記されています。

著／池上彰、竹内政明
出版社／朝日新聞出版
出版年／２０１７.１月

『家事は、すぐやる！』

『書く力』

　古い安アパートで、月10万円で愉
しく暮らしている無職のキョウコ。
来客は、近所のぶちネコとお隣さん
だけ。将来のことは少々心配だけど、
それでも日々は続いていきます。「か
もめ食堂」などで人気の群ようこの
「れんげ荘シリーズ」第３弾です。

著／群ようこ
出版社／角川春樹事務所
出版年／２０１７.１月

『ネコと昼寝』
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「
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
の
使
用
」　

　　　

い
よ
い
よ
、
入
学
・
卒
業
の
シ
ー
ズ

ン
が
到
来
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
生
活
と
一
緒
に
上
手
に
ケ
ー

タ
イ
・
ス
マ
ホ
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
ケ
ー
タ
イ
や
ス
マ
ホ
の
問
題
点

と
利
用
の
注
意
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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携
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マ
ー
ト
フ
ォ
ン
＝
ス
マ
ホ
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■
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
の
契
約

　

ケ
ー
タ
イ
も
ス
マ
ホ
も
、
通
話
お
よ

び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
環

境
で
は
同
じ
移
動
通
信
端
末
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
未
成
年
者
の
名
前（
小

学
生
以
上
）で
も
契
約
は
可
能
で
す
が
、

親
権
者
の
同
意
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
端
末
代
金
が
一
括
支

払
・
分
割
支
払
と
選
べ
る
た
め
、
分
割

支
払
の
場
合
は
利
用
契
約
と
は
別
に

「
割
賦
販
売
契
約
」と
い
う
も
の
を
事

業
者
と
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
依
存

　

最
近
は
、
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
へ
の

依
存
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生

労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
中
高
生
の

う
ち
推
計
51
万
８
千
人
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
依
存
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

依
存
状
態
に
な
る
と
、
ケ
ー
タ
イ
や
ス

マ
ホ
が
な
い
と
生
活
が
ま
ま
な
ら
ず
、

精
神
面
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
１

日
５
時
間
以
上
の
長
時
間
使
用
な
ど
が

あ
る
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

■
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
が
及
ぼ
す
問
題

　

・
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
へ
の
依
存

　

・
生
活
や
学
習
習
慣
の
乱
れ

　

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下

　

・
個
人
情
報
の
流
出

　

・
誹
謗（
ひ
ぼ
う
）中
傷
・
い
じ
め

　

・
有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス

　

・
見
知
ら
ぬ
人
と
の
出
会
い

　

・
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺

　

ケ
ー
タ
イ
も
ス
マ
ホ
も
調
べ
物
や
買

い
物
、
友
人
と
の
楽
し
い
や
り
取
り
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
利
便
性
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で

使
用
方
法
を
誤
る
と
、
時
と
し
て
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
危
険
性
も
高

ま
り
ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
利
用
を
検

討
さ
れ
て
い
る
人
は
、
十
分
契
約
内
容

や
使
用
方
法
を
理
解
し
、
学
生
の
場
合

は
家
族
と
よ
く
話
し
合
い
、
ル
ー
ル
を

決
め
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　先月、長崎市に「ランタンフェスティバル」を見に行きました。
赤いランタンが溢れるほど飾られ、赤一色に染められた町並みに
すぐ親近感が湧きました。春節前後の中国もまさにその色です。
　中国では「赤」がめでたい色だとされています。伝統的な結婚式
の花嫁衣裳も、お年玉を入れる祝儀袋も、切り絵などの飾りつけ
も、春節に鳴らす爆竹も全部赤です。めでたい日に派手な赤でに
ぎやかな雰囲気を作り出すためです。一方「白」は葬式でよく用い
られるため、縁起が悪いと言われています。古代から親しい人が
なくなると、家族は麻の白い喪服を着て、白幕を張り白い紙銭を
焼きます。結婚式のことを「赤事」と呼ぶのに対し、葬式のことを
「白事」と呼びます。ですから、初めて純真を意味する「白無垢」を
見た中国人はびっくりするに違いありません。
　しかし、近年になって西洋文化の影響で、真っ白なウエディン
グドレスを着る花嫁も増えてきまし
た。友達の中に「白無垢」姿の結婚写
真を撮るためだけに日本にやってく
る人もいます。こうして、色の好み
は時代と共に変わりつつあるのです。

「赤」と「白」

中国の伝統的な結婚式の式場


